
明治時代から今日に至るまでに、まちの様子や人々の生活は大きく
変化してきました。今回は、市内各地域のこれまでの歩みを写真や年
表で振り返るとともに、“明治から令和の軌跡”を教育・産業・くらし
の変化を柱に展示する歴史資料館企画展の概要を紹介します。

◎問い合わせ　文化財課　☎23‒9547

旧
都
城
市
地
域

旧
山
之
口
町
地
域

旧
高
城
町
地
域

主
な
出
来
事

明
治
２
年　
都
城
郷
が
上
荘
内
・
下
荘

内
・
梶
山
の
三
郷
に
分
割

 明
治
４
年　

都
城
県
設
置（
同
６
年
廃

止
。
同
16
年
諸
県
郡
が
南
北
分
割
さ
れ

北
諸
県
郡
誕
生
）

 明
治
22
年　
都
城
町
、
沖
水
村
、
五
十

市
村
、
志
和
池
村
、
中
郷
村
、
庄
内
村

誕
生（
同
24
年
に
庄
内
村
が
庄
内
村
と

西
岳
村
に
分
か
れ
る
。
昭
和
31
年
に
合

併
し
荘
内
町
）

 明
治
41
年　
電
話
が
開
通

 明
治
43
年　
電
灯
が
と
も
る

 大
正
２
年　

都
城
駅
開
業（
同
12
年
西

都
城
駅
開
業
）。
都
座（
劇
場
）が
開
業

主
な
出
来
事

明
治
３
年　

三
俣
郷
と
な
る（
同
年

に
上
三
俣
、
同
５
年
に
高
城
郷
）

 明
治
22
年　
高
城
村
誕
生

 明
治
44
年　
電
話
が
開
通

 大
正
２
年　
洋
館
建
て
の
役
場
が
日

和
城
下
に
完
成
。
村
内
の
町
区
に
電

灯
が
と
も
る

 大
正
13
年　

大
楽
座（
劇
場
）
が
開

業
。
昭
和
21
年
に
は
高
城
映
画
劇
場

が
開
業

 大
正
14
年　
轟
ダ
ム
完
成
。
昭
和
36

年
大
淀
川
第
一
発
電
所
ダ
ム
設
置
に

よ
り
同
ダ
ム
撤
去

 大
正
15
年　

四
家
鉱
山
採
掘
開
始

（
昭
和
27
年
閉
鉱
）

昭
和
９
年　
高
城
町
と
な
る 

平
成
４
年　

高
城
町
郷
土
資
料
館

（
月
山
日
和
城
）完
成

平
成
12
年　
観
音
さ
く
ら
の
里
開
業

平
成
18
年　

都
城
市
誕
生（
同
17
年

旧
高
城
町
閉
庁
）

主
な
出
来
事

明
治
４
年　
山
之
口
郷
と
な
る

 明
治
22
年　
山
之
口
村
誕
生

 大
正
３
年　

山
之
口
駅
開
業（
同
５

年
青
井
岳
駅
開
業
）

 昭
和
21
年　
電
話
が
開
通

 昭
和
37
年　
青
井
岳
キ
ャ
ン
プ
場
開
業

 昭
和
39
年　
山
之
口
町
と
な
る

 昭
和
56
年　
九
州
縦
貫
自
動
車
道
宮

崎
線
全
線
開
通（
山
之
口
サ
ー
ビ
ス

エ
リ
ア
開
業
）

 昭
和
60
年　
天
神
ダ
ム
着
工

 平
成
元
年　
山
之
口
弥
五
郎
ど
ん
祭

り
が
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定

 平
成
４
年　
山
之
口
人
形
浄
瑠
璃
資

料
館（
人
形
の
館
）開
館（
同
８
年
山

之
口
の
文
弥
人
形
が
国
無
形
民
俗
文

化
財
に
指
定
）

 平
成
６
年　
あ
じ
さ
い
公
園
、
道
の

駅
山
之
口
が
開
業

 平
成
18
年　

都
城
市
誕
生（
同
17
年

旧
山
之
口
町
閉
庁
）

大
正
５
年　
電
気
館（
映
画
館
）
開
業
。

同
10
年
朝
日
館
開
業

大
正
13
年　
旧
都
城
市
と
な
る

 昭
和
11
年　
五
十
市
村
・
沖
水
村
が
旧

都
城
市
と
合
併（
同
32
年
志
和
池
村
、

同
40
年
荘
内
町
、
同
42
年
中
郷
村
が
合

併
）

 昭
和
24
年　
市
営
競
馬
始
ま
る

昭
和
33
年　
テ
レ
ビ
受
信
開
始

 昭
和
56
年　
九
州
縦
貫
自
動
車
道
宮
崎

線
全
線
開
通

 平
成
18
年　

都
城
市
誕
生（
同
17
年
旧

都
城
市
閉
庁
）

市営競馬場（昭和34年）

都城駅（昭和31年）

中町（昭和29年）

山之口麓文弥節人形浄瑠璃公演の様子（昭和44年）

竣工直前大楽座（大正12年）高城郵便局（昭和10年）横手橋竣工式（昭和40年）

山之口駅前通り（昭和38年）弥五郎どん浜
は ま

殿下り（平成元年）

旧都城市庁舎（大正２年完成）

都城の軌跡を振り返る
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旧
高
崎
町
地
域

旧
山
田
町
地
域

都
城
歴
史
資
料
館
企
画
展

主
な
出
来
事

明
治
３
年　
高
原
郷
の
一
部
と
な
る

 明
治
22
年　
高
崎
村
誕
生

 大
正
２
年　
高
崎
新
田
駅
開
業　

※�

都
城
初
の
鉄
道
駅（
小
林
駅
～
高

崎
新
田
駅
開
通
）

 大
正
６
年
頃　
電
灯
が
と
も
る

 大
正
14
年　
轟
ダ
ム
完
成
。
昭
和
36

年
大
淀
川
第
一
発
電
所
ダ
ム
設
置
に

よ
り
同
ダ
ム
撤
去

 昭
和
元
年　
電
話
が
開
通

 昭
和
７
年　
吉
松
駅
～
都
城
駅
が
吉

都
線
と
な
る

 昭
和
15
年　
高
崎
町
と
な
る

 昭
和
20
年　
日
向
前
田
駅
開
業

昭
和
38
年　
東
高
崎
駅
開
業

平
成
２
年　
星
の
よ
く
見
え
る
町
日

本
一（
通
算
７
回
選
ば
れ
る
）。
同

３
年
た
ち
ば
な
天
文
台
開
業

 平
成
18
年　

都
城
市
誕
生（
同
17
年

旧
高
崎
町
閉
庁
）

主
な
出
来
事

明
治
２
年　
上
荘
内
郷
の
一
部
と
な

る
。
同
４
年
荘
内
郷
と
な
る

 明
治
22
年　
山
田
村
誕
生

 明
治
34
年　
前
田
用
水
路
完
成

 大
正
２
年　

谷
頭
駅
開
業（
小
林
駅

～
谷
頭
駅
開
通
）

 大
正
６
年　
電
灯
が
と
も
る

 昭
和
５
年　
電
話
が
開
通

 昭
和
28
年　
山
田
町
と
な
る

 昭
和
30
年　
町
営
駒
発
電
所
が
完
成

 平
成
５
年　

全
国
か
か
し
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
開
催
。
山
田
町
活
性
化
セ

ン
タ
ー
「
か
か
し
館
」・
か
か
し
の

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
完
成

 平
成
12
年　

か
か
し
の
里「
ゆ
ぽ
っ

ぽ
」開
業

 平
成
14
年　
か
か
し
の
里
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場
開
業

 平
成
18
年　

都
城
市
誕
生（
同
17
年

旧
山
田
町
閉
庁
）

子
ど
も
た
ち
が
使
っ
て
い
た
教
科
書
や

勉
強
道
具
な
ど
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た

の
か
、
当
時
の
子
ど
も
た
ち
の
勉
強
の
様

子
が
分
か
る
写
真
な
ど
も
交
え
て
紹
介
し

ま
す
。

【
主
な
展
示
資
料
】「
夏
季
練
習
帳
」、「
新

定
女
子
修
身
」、「
石
盤
」

技
術
の
進
歩
や
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
に

よ
り
人
々
の
生
活
は
大
き
く
変
化
し
て
い

き
ま
し
た
。
ま
た
、
戦
争
や
災
害
な
ど
で

生
活
が
苦
し
く
な
っ
た
時
期
も
あ
り
ま
し

た
。
こ
こ
で
は
、
当
時
の
暮
ら
し
が
垣
間

見
え
る
資
料
や
、
か
つ
て
都
城
に
あ
っ
た

娯
楽
施
設
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

【
主
な
展
示
資
料
】競
馬
優
勝
旗
、
カ
ラ
ー

テ
レ
ビ
、
歯
ブ
ラ
シ

 

【
初
等
小
学
　
修
身
入
門
】

こ
の
教
科
書
は
、
明
治
14
年
に
作

ら
れ
た
※
修
身
教
科
書
で
す
。
同
16

年
の
認
可
制
度（
文
部
省
の
認
可
の

な
い
教
科
書
は
使
用
で
き
な
い
）
前

の
も
の
で
あ
る
た
め
、
文
部
省
認
可

の
文
字
や
認
可
印
な
ど
が
な
く
、
教

科
書
を
自
由
に
発

行
し
、
使
用
し
て

い
た
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。

※�

現
代
の
道
徳
に

相
当
す
る
科
目

都
城
の
産
業
は
、
行
政
と
民
間
会
社
な

ど
が
協
力
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
苦
難
を
乗
り

越
え
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
、

養
蚕
業
や
畜
産
業
、
林
業
、
醸
造
業
、
茶

業
の
当
時
の
道
具
や
関
連
資
料
か
ら
、
今

日
ま
で
の
発
展
の
経
緯
を
紹
介
し
ま
す
。

【
主
な
展
示
資
料
】マ
ユ
ケ
バ
ト
リ
、
ハ
ト

カ
ン
、
都
城
鳥
瞰
図
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

轟ダム（年代不明） 谷頭駅（昭和30年代頃） 町制施行（昭和28年） 旧山田町役場（昭和年代不明）高崎商工夏祭り（年代不明）高崎新田駅と機関車（昭和46年頃）

　
本
企
画
展
で
は
、
明
治
か
ら
令
和
ま
で
に
都
城
の
ま
ち
の
様
子
や
人
々
の
生
活
が
ど
の
よ

う
に
変
化
し
た
の
か
、
収
蔵
資
料
や
写
真
な
ど
で
紹
介
し
ま
す
。

教
育
の
変
化

く
ら
し
の
変
化

産
業
の
変
化

～
明
治
か
ら
令
和
の
軌
跡
～

第１章第３章

第２章企
画
展
概
要

◉
会
期

２
月
６
日
㈫
～
５
月
12
日
㈰

※�

月
曜
日（
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合

は
そ
の
翌
日
）は
休
館

◉
開
館
時
間

９
時
30
分
～
17
時

※
入
館
は
16
時
30
分
ま
で

◉
入
館
料

大
人
２
２
０
円（
１
６
０
円
）

高
校
生
以
上
１
６
０
円（
１
１
０
円
）

小
・
中
学
生
１
１
０
円（
50
円
）

※（　
）は
20
人
以
上
の
団
体
料
金

２つの道具は何に

使うのでしょうか？

昔
の
教
科
書
を
見
て
み
ま
せ
ん
か

◀�夏季練習帳
　教科書

石盤▶
今でいうノート
のような役割

歯ブラシ▶
材質は何で
しょうか？

ハトカン▶

◀マユケバトリ

▲競馬優勝旗

▲カラーテレビ
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